
 

 

 

              

                          

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和8年熊本地震」から学ぶ 

校長 藤根 雄一  
 

 

 このたび、九州熊本地方で発生した大地震により、尊い命が失われ、多くの方々が深い悲しみと困難の

中におられます。犠牲となられた皆様に謹んで哀悼の意を表しますとともに、被災された皆様に心よりお

見舞い申し上げます。 

 

 大規模な災害が発生すると、私たちは改めて「人は一人では生きていけない」ということを実感しま

す。行政や関係機関による支援はもちろん重要ですが、それだけではありません。自らの命を守るために

主体的に考え、行動する力、そして地域や周囲の人々と支え合う力が、多くの命を守ることにつながりま

す。 

 災害への備えには、「自助」と「共助」という考え方があります。災害時には、まず自分自身が冷静に

判断し、自らの命を守る行動をとることが求められます。そして、困っている人に声をかけ、互いに支え

合うことが地域の力となります。この二つの力は、災害時だけに必要なものではありません。学校生活に

おいても、自ら考え主体的に行動すること、友達と協力し互いを思いやることとして、日々育まれていく

ものです。 

 私は4月から折に触れ、子どもたちに「自分で考え、自分の心に問いかけ、判断し、勇気をもって行動

してほしい。」と伝えてきました。誰かがやっているから、誰かに言われたからではなく、自ら考え、自

分の行動に責任をもてる人になってほしいと願っているからです。 

 一方で、自分で判断することを避けたり、常に他者の承認や指示を求めたり、あるいは相手との関係を

失うことを恐れて行動できなかったりすると、いざというときに勇気をもって誰かを支えることは難しく

なるのではないでしょうか。誰かを支える力は、自分で考え、自分で決断し、責任をもって行動する力の

上に育まれるものです。そのことを、子どもたちにこれからも伝えていきたいと考えています。 

 教育の目的は、知識や技能を身に付けることだけではありません。予測が難しい社会の中で、自ら課題

を見いだし、判断し、行動する力を育むこと、さらに周囲の人々と力を合わせながら課題を解決していく

力を養うことも、これからの学校に求められる重要な役割です。 

  
 本日の始業式では、災害が一瞬にして当たり前の日常を奪ってしまう現実を子どもたちに伝えました。

そして、家族と食卓を囲むこと、友達と学校で学ぶこと、安心して眠りにつくことなど、何気ない日常の

一つ一つが決して当たり前ではなく、多くの人々の支えの上に成り立っていることに感謝する気持ちを忘

れないでほしいと話しました。 

 長い二学期が始まります。子どもたち一人一人が充実した学校生活を送り、大きく成長できるよう、私

たち教職員も心を新たにし、一丸となって指導・支援に努めてまいります。 

 今後とも、保護者の皆様の御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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1 火 後期教科書配付 １年校外学習（平岡東公園） 

2 水 
ふれあい遊び④  食指導（1・3年生） 

6年 ５時間授業（こころの劇場振替） 

3 木 参観懇談②１・２・３年 

4 金 

参観懇談②４・５・６年かなで 

１年校外学習予備日  

３年出前授業「タグラグビー」 

5 土  

6 日   

7 月 
研修等短縮５時間授業  

３年校外学習（社会科・スーパー見学） 

8 火 心臓検診（１年） 

9 水 ふれあい遊び⑤ 

10 木 
２年校外学習（お店探検） 

短縮５時間授業（クラブ） クラブ④ 

11 金 かなで校外学習（円山動物園） 

12 土   

13 日   

14 月 Ｆタイム②  交換授業週間～17日 

15 火  

16 水 ４年校外学習（プラネタリウム・北海道博物館） 

17 木 委員会⑦ 

18 金 ふれあい遠足 

19 土   

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 国民の休日 

23 水 秋分の日 

24 木 短縮5時間授業（クラブ） クラブ⑤ 

25 金 ふれあい遠足予備日 

26 土   

27 日   

28 月 納入金引落日  １年校外学習（平岡東公園） 

29 火 １年校外学習予備日 食指導（２・４年生） 

30 水 
前期通知表配付 

研修等短縮５時間授業 

 

□ ふれあい遠足…９月１8日(金)  
予備日９月２5日（金） 

＊全学年平岡公園に行き、主に午前はふれあいグルー
プで、午後は学年学級で活動します。 

＊18日が雨天延期の場合は、教室で通常授業となりま
す。給食はありませんので、弁当を忘れずに持たせて
ください。学習用具は前日教室に置いて帰ります。 

＊雨天延期や中止に関する連絡は、児童登校前には行
いません。天候に関わらず、遠足の用意で登校させて
ください。登下校の時間は、いつも通り短縮５時間で
１４時１０分です。 

〔持ち物〕 
弁当、水筒（水かお茶かスポーツドリンク）、体育帽子 
おやつ（税抜２２０円以内 ガム禁止）、ごみ袋、 
敷物、おしぼり、汗拭きタオル、ハンカチ・ティッシュ、 
天候によっては雨具（かっぱ）やジャンパーなどの上着 
＊食物アレルギーを要因とする事故防止の観点から、遠
足や校外学習等でのおやつ及びおかずの交換を禁止
しております。 

 

□ 後期用教科書（下巻）の配付 
 ９月１日（火）、１～5年生に下巻の教科書を配付しま
す。使用する日まで大切に保管してください（使用開始
時期は、学年便りにてお知らせします）。配付される教科
書は下記の通りです。 
１年…国語（下）生活（下）図工（下）  
２年…国語（下）算数（下）       
３年…国語（下）算数（下）図工（下） 
４年…国語（下）算数（下） 
５年…図工（下） 
 

□ 避難訓練４回目 
 ８月２8日（金）に避難訓練を行います。今回は火災
で防火扉を閉めた場合の避難方法について学習をしま
す。 
 

□ 個人懇談 
１０月１日、５日、７日、８日、９日の日程で、１５

分程度の懇談を行います。お子さんのこれまでの成長
や努力の姿をお伝えしながら、今後の一層の成長に向
けて有意義な話合いにできればと思います。尚、個人懇
談希望調査票は本日配付しております。回収締切は 
８月２８日（金）ですので、御協力よろしくお願いしま
す。 

 

□ おとどけアート 
8月31日（月）から9月11日（金）、アーティス

トの野原万里絵さん（大阪在住）とコーディネーターの 
小林亮太郎さんが滞在し、子どもたちと交流します。授
業では６年生の絵画活動を中心に行い、休み時間では集
まってきた児童と交流したり作品制作したりする活動
を行っていきます。制作した作品は多目的ホールに掲示
しますので、参観懇談の際にぜひ御覧ください。 

９月の学校納入金引き落とし日（９月２８日） 
１年  １，９２０円（長子）  １，９２０円（長子外） 
２年  ２，７５０円（長子）  ２，７５０円（長子外） 
３年  ４，２６０円（長子）  ４，２６０円（長子外） 
４年  ３，９５０円（長子）  ３，９５０円（長子外） 
５年 約５，３００円（長子） 約５，３００円（長子外） 
６年 約５，８４０円（長子） 約５，８４０円（長子外） 

 

 
※上記金額に１０円を加えて口座に入金ください。  

※９月は後期の教材費の引き落としとなります。 

 口座の確認をよろしくお願いします。 

 ※5、6年生の調理実習の金額が確定していないため、金額が前

後いたします。確定次第、後日お知らせします。 

※バスを利用した現地学習（校外学習及びスキー学習等）のバス

代は、振込用紙等で業者へ直接支払いとなります。 

 

 


